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ブルーベイ・アセット・マネジメント社への共同出資について 
 

 

当行は、このたびバークレイズ銀行グループ（Barclays Capital部門）と共に、英国の

ブルーベイ・アセット･マネジメント社（BlueBay Asset Management Limited、以下 BBAM）

に共同出資し、資産運用業務に関し提携いたしました｡ 

ユーロ通貨統合以降急速に発展している欧州社債市場において、BBAMは優れた運用

力を有しております。当行は、本件提携により同社の運用商品の日本国内における独占

販売権を確保すると共に、同社からのノウハウ享受を可能といたします｡ 

 

ブルーベイ・アセット・マネジメント社の概要 

名称：  BlueBay Asset Management Limited 

創業：  2001年 7月 3日 

所在：  Cassini House 57/59 St James’ Street London SW1A 1LD 

資本金： £12,000 

従業員： 10名（2001年 9月末）  

出資構成： 新生銀行      25% Barclays Group  25% 

Hugh Willis     25% Mark Poole     25% 

役員：  Hugh Willis   / CEO 

  Mark Poole   / CIO 

  Hans-Joerg Rudloff / Chairman <非常勤> (前 CSFB CEO) 

  Arnault de Torquat / Director <非常勤>  

(Barclays Capital, Managing Director) 

   大工原 潤      / Director <非常勤> (当行執行役員兼務) 

業務内容： 主として欧州社債市場における資産運用業務を展開 

今後の予定： 以下のファンドの販売を予定 

・トータル・リターン・ファンド(2002年第 1四半期) 

・エマージング・ボンド・ファンド(2002年第 2四半期) 

・ハイイールド・ボンド・ファンド（2002年中） 

・ヨーロピアン CBOファンド(2002年後半) 
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ブルーベイ・アセット・マネジメント社 

役員略歴 

 

 

Hugh Willis (CEO) 

JPモルガンで欧州クレジット・アービトラージュ・グループでコ・ヘッドを務めた後、

クラインウォート・ベンソンでグローバル・クレジット・アービトラージュ・グループ、

Banca della Svizzera Italianaと大和証券信託銀行ロンドンの債券ファンド・マネージメン

ト・グループでそれぞれシニア・ポジションを務める。ケンブリッジ大学卒業 

 

Mark Poole (CIO) 

CSFB勤務後、JPモルガンで欧州クレジット・アビートラージュ・グループでヒュー・

ウイリスとともにコ・ヘッドを務める。その後、クラインウォート・ベンソンでグロー

バル・クレジット・アービトラージュ・グループ、Banca della Svizzera Italianaと大和証

券信託銀行ロンドンの債券ファンド・マネージメント・グループでそれぞれシニア・ポ

ジションを務める。サザンプトン大学卒業 

 

Hans-Joerg Rudloff (Chairman) 

英バークレイズ・キャピタル会長。 

前クレディ・スイス・ファースト・ボストン会長兼社長(CEO)でクレディ・スイス・ホー

ルディングス取締役を兼務。 

 

Arnault de Torquat (Director) 

英バークレイズ・キャピタルのマネージング・ダイレクター兼Global Financial Institutions 

Groupのヘッド。 

前ソロモン・スミスバーニーSAの社長兼シティ・グローバル・アセット・マネージメン

トのヨーロッパにおけるヘッド。 

 

大工原 潤(Director) 

新生銀行 執行役員アセットマネージメントサービス部長。 

 

 

 


